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１．はじめに

学習指導要領の改訂により、2003年度から、

高等学校の普通科において教科「情報」が必修

福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータ

スキルとコンピュータリテラシー教育（2009年）

石　崎　龍　二＊

要旨　今後の情報処理教育と情報教育環境の改善の資料とするために、福岡県立大学人間社会学

部学生の入学時と「情報処理の基礎と演習」（１年生前期）終了時のコンピュータスキルの習熟

度について、2008年度に引き続き質問紙調査を行った。

　2009年度の人間社会学部入学生のうち95%が、高等学校での「情報」を履修しており、アプリ

ケーションソフトの操作の学習率は、「ワープロソフトWord」92%、「表計算ソフトExcel」88%、

「プレゼンテーションソフトPowerPoint」77%、「インターネットを使った情報検索」85%と、全

ての項目について高い学習率を示し、受講生の多くが「情報処理の基礎と演習」で学ぶ４項目の

操作について、受講前に学習していた。「情報処理の基礎と演習」受講後に操作スキルについて、

「大きく向上した」又は「やや向上した」と回答した比率が「ワープロソフトWord」95.0%、「表

計算ソフトExcel」95.0%、「プレゼンテーションソフトPowerPoint」92.1%、「インターネット

を使った情報検索」90.6%であり、４項目の全てにおいて受講後に操作スキルが向上したとする

回答率が高かった。

　2009年度の人間社会学部入学生のパソコンの所有率と利用状況、学内での情報処理教室１の利

用状況等について調査した結果、人間社会学部入学生のパソコンの所有率が91.4%、自宅・アパー

トからパソコンを使ったインターネットの利用率が、73.4%であった。情報処理教室１の利用に

ついては、週に３日以上利用している比率が27.3%であった。

　以上の調査結果について報告する。

キーワード　情報基礎教育、情報教育、コンピュータスキル、 コンピュータリテラシー

化され、2006年度から教科「情報」を履修し

た学生が大学に入学するようになった。大学入

学時までの情報に関する教育が充実してきてお

り、大学でのコンピュータリテラシー教育の内

＊　福岡県立大学人間社会学部准教授
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容の見直しが必要になってきている。

高等学校で教科「情報」が必修になったと

はいえ、2008年度に福岡県立大学人間社会学

部の新入生に行った調査では、履修する科目は

「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」のうちからの選

択必修となっており、大学入学時での情報処理

能力には、学生間でばらつきがみられた。

福岡県立大学人間社会学部学生の入学時での

コンピュータスキルの習熟度、本学人間社会学

部のコンピュータリテラシー教育の教育効果を

調べるために、2008年度に引き続き、本学人

間社会学部の2009年度の入学生に対して、高等

学校での教科「情報」の履修状況、本学人間社

会学部でコンピュータリテラシー教育として行

われている「情報処理の基礎と演習」の受講前

と受講後のコンピュータ操作の習熟度等につい

て調査した。今回の調査では、2008年度に実

施した調査項目に、授業の進行の速さについて

の調査項目を追加し、「情報処理の基礎と演習」

受講後のスキル習得状況に関する項目を増やし

た。

２．調査方法

調査対象

福岡県立大学人間社会学部で開講されている

「情報処理の基礎と演習」（１年生前期、必修）

の受講者（３クラス）

調査方法

「情報処理の基礎と演習」の授業時に、アン

ケート用紙を学生に配布し、その場で回収し

た。回答は無記名で実施し、回答内容は全て情

報処理教育の調査研究のための統計資料として

のみ活用することを冒頭で説明した。

調査時期

前期の最終回の授業時（2009年７月16日（１

クラス）、７月17日（２クラス）実施）

調査項目

調査項目は、全79項目であり、次の分野に分

けられる。所属に関するもの（２項目）、高等

学校での教科「情報」の履修状況に関するもの

（５項目）、パソコンの利用状況に関するもの

（５項目）、「情報処理の基礎と演習」での「ワー

プロソフトWord」の学習内容に関するもの（15

項目)、「情報処理の基礎と演習」での「表計算

ソフトExcel」の学習内容に関するもの（22項

目)、「情報処理の基礎と演習」での「プレゼン

テーションソフトPowerPoint」の学習内容に

関するもの（14項目)、「情報処理の基礎と演習」

での「インターネットを使った情報検索」の学

習内容に関するもの（14項目）、「情報処理の基

礎と演習」での「操作スキルの向上に役立った

分野」（１項目)、自由記述（１項目）。

回答者の内訳

学科毎の調査対象者の内訳は表１の通りであ

る。回答数は、人間形成学科の割合が若干多い

が、各学科の比率はほぼ均等である。

表１　回答者の学科毎の内訳（人）

学　科 回答数 比率

公共社会学科 44 31.7%

社会福祉学科 44 31.7%

人間形成学科 51 36.7%

全　体 139 100.0%
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３．調査結果

⑴　高等学校での教科「情報」の履修状況

１年生の高等学校での教科「情報」につい

ては、95%が履修している（図１参照）。また、

履修した教科「情報」の科目については、「情

報Ａ」が83%、「情報Ｂ」が８%、「情報Ｃ」が

６%と、１年生の多くが「情報Ａ」を履修して

いる（図２参照）。尚、回答は、「情報Ａ」「情

報Ｂ」「情報Ｃ」「履修していない」の中から複

数回答とした。2008年度の調査でも教科「情

報」履修率が94%、「情報Ａ」が82%、「情報Ｂ」

が６%、「情報Ｃ」が６%と、その比率はほぼ

同じである。

文部科学省の高等学校学習指導要領の「第10

節　情報」によると、「情報Ａ」が、コンピュー

タや情報通信ネットワークなどの活用を通し

て、情報を適切に収集・処理・発信するための

基礎的な知識と技能の習得、「情報Ｂ」がコン

ピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み

の理解とコンピュータを効果的に活用するため

の科学的な考え方や方法の習得、「情報Ｃ」が、

情報のディジタル化や情報通信ネットワークの

特性の理解とコンピュータを効果的に活用する

能力を養うとなっており、本学人間社会学部が

文科系学部であることから、「情報Ａ」を履修

している学生が非常に多いことは自然なことだ

と考えられる。

次に、本学のコンピュータリテラシー教育で

行っているアプリケーションソフトのソフト別

の高等学校での学習状況を図３に示す。Word

の学習率が92%、Excelの学習率が88%、パ

ワーポイントの学習率が77%、インターネット

を使った情報検索の学習率が85%と、全ての項

目について高い学習率を示している。2008年

6%
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83%

91%

88%

14%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報C

情報B

情報A

履修した 履修していない 無回答

図２　高等学校での「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」の履修〈MA〉（N=139）

履修した
95%

履修して
いない
2%

無回答
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図１　高等学校での「情報」の履修（N=139）
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度の調査では、Wordの学習率が96%、Excel

の学習率が91%、パワーポイントの学習率が

86%、インターネットを使った情報検索の学習

率が89%であり、その比率はほぼ同じである。

2008年度と比べて、パワーポイントの学習率が

若干下がっている。

　以上のことから、2009年度人間社会学部入

学生の高等学校でのコンピュータリテラシー教

育の学習状況は、2008年度人間社会学部入学

生と同様に良好であることがうかがえる。次節

では、本学で開講している「情報処理の基礎と

演習」の学習効果についての調査結果について

考察する。

⑵　「情報処理の基礎と演習」の学習効果

前節での調査結果では、人間社会学部入学生

は、入学前までのコンピュータリテラシー教育

を十分に受けているという結果が得られた。し

かしながら、入学生の高等学校でのコンピュー

タリテラシー教育を受けた環境は、同じではな

い。本学人間社会学部では、コンピュータリ

テラシー教育として、１年生を対象として前期

に「情報処理の基礎と演習」（必修科目）を開

講している。学習内容は、主に「ワープロソフ

トWord」「表計算ソフトExcel」「プレゼンテー

ションソフトPowerPoint」「インターネット

を使った情報検索」の操作スキルであるが、こ

れらの４項目について、受講前と受講後の各ス

キルの習得状況について考察する。

①　ワープロソフトWordの学習

「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前の

「ワープロソフトWord」の操作スキルについ

ては、高等学校でWordの使い方を学習した回

答者の比率が92%（図３参照）に対して、受講

前にWordの操作スキルが「あった」又は「少

しあった」と回答した比率が91.4%とほぼ同じ

である（表２参照）。

　「情報処理の基礎と演習」の「ワープロソフ

トWord」の学習内容の難易度については、受

85%

77%

88%

92%

14%

23%

12%

8%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「インターネットを使った情報検索」

「パワーポイントの使い方」

「表計算ソフトExcelの使い方」

「ワープロソフトWordの使い方」

学習した 学習していない 無回答

図３　高等学校でのアプリケーションソフトの学習状況（N=139）

表２　「情報処理の基礎と演習」の受講前の

「ワープロソフトWord」の操作スキル（人）

回答数 比率

あった 46 33.1%

少しあった 81 58.3%

なかった 12 8.6%

全　体 139 100.0%
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講前に、91.4%の受講生がWordの操作スキル

が「あった」と回答しているのに対して、「難

しかった」又は「やや難しかった」と回答した

比率が24.5%と比較的高い（表３参照）。「ワー

プロソフトWord」の授業のスピードについて

は、72.7%が「適切」と回答している（表４参

照）。受講後にWordの操作スキルが向上した

かどうかについては、「大きく向上した」又は

「やや向上した」と回答した比率が95.0%と極

めて高い結果が出ている（表５参照）。以上の

結果から、受講生の入学時でのWordの操作ス

キルは十分であったとは言えず、「情報処理の

基礎と演習」でのWordの使い方の学習が効果

的であったと推察される。

「情報処理の基礎と演習」終了時での、Word

の操作スキルについての回答結果を図４に示

す。キーボードを速く打てないと回答した受

講生の比率が51.8%と高いが、他の項目につい

ては、90%以上ができると回答している。キー

ボードを速く打てるようにタイピングの練習が

必要ではないかと考えられる。

②　表計算ソフトExcelの学習

「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前の

「表計算ソフトExcel」の操作スキルについて

は、高等学校でExcelの使い方を学習した回答

者の比率が88%（図３参照）に対して、Excel

の操作スキルが「あった」又は「少しあった」

と回答した比率が82.0%とほぼ変わらない（表 

６参照）。

「情報処理の基礎と演習」の「表計算ソフト

Excel」の学習内容の難易度については、受講

前に、82.0%の受講生がExcelの操作スキルが

「あった」と回答しているのに対して、「難し

かった」又は「やや難しかった」と回答した比

表３　「情報処理の基礎と演習」での「ワープ

ロソフトWord」の学習内容（人）

回答数 比率

難しかった 5 3.6%

やや難しかった 29 20.9%

適切 81 58.3%

やや簡単だった 16 11.5%

簡単すぎた 8 5.8%

全　体 139 100.0%

表４　「情報処理の基礎と演習」での「ワープ

ロソフトWord」の授業のスピード（人）

回答数 比率

速すぎた 3 2.2%

やや速かった 16 11.5%

適切 101 72.7%

やや遅かった 17 12.2%

遅すぎた 2 1.4%

全　体 139 100.0%

表５　「情報処理の基礎と演習」を受講後の

「ワープロソフトWord」の操作スキル（人）

回答数 比率

大きく向上した 71 51.1%

やや向上した 61 43.9%

変わらない 7 5.0%

全　体 139 100.0%

表６　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「表

計算ソフトExcel」の操作スキル（人）

回答数 比率

あった 26 18.7%

少しあった 88 63.3%

なかった 25 18.0%

全　体 139 100.0%
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率が34.5%と高い（表７参照）。「表計算ソフト

Excel」の授業のスピードについては、74.1%

が「適切」と回答している（表８参照）。また、

受講後にExcelの操作スキルが向上したかどう

かについては、「大きく向上した」又は「やや

向上した」と回答した比率が95.0%と高い結果

が出ている（表９参照）。以上の結果から、入

学時の受講生のExcelの操作スキルは十分とは

言えず、Excelの使い方の学習は効果的であっ

たと推察される。

「情報処理の基礎と演習」終了時での、

Excelの操作スキルについての回答結果を図５

に示す。オートフィルタ機能を使ってデータの

48.2%

91.4%

92.1%

93.5%

94.2%

95.0%

98.6%

98.6%

99.3%

99.3%

100.0%

51.8%

7.9%

7.9%

6.5%

5.8%

4.3%

1.4%

1.4%

0.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キーボードの速い入力

飾り文字や写真の貼り付け

IMEパッドでの読みがわからない漢字の入力

Word文書の印刷時のページ設定

文字列の移動

Wordの文書に、Excelで作成した表やグラフの
貼り付け

文字列の配置変更

文字列のコピー

表の作成

文字入力の全角・半角の切り替え

文字サイズ・フォント・スタイルの変更

できる できない 無回答

図４　「ワープロソフトWord」の項目別操作スキル（N=139）

表７　「情報処理の基礎と演習」での「表計算

ソフトExcel」の学習内容（人）

回答数 比率

難しかった 7 5.0%

やや難しかった 41 29.5%

適切 76 54.7%

やや簡単だった 12 8.6%

簡単すぎた 3 2.2%

無回答 7 5.0%

全　体 139 100.0%

表８　「情報処理の基礎と演習」での「表計算

ソフトExcel」の授業のスピード（人）

回答数 比率

速すぎた 4 2.9%

やや速かった 21 15.1%

適切 103 74.1%

やや遅かった 8 5.8%

遅すぎた 3 2.2%

全　体 139 100.0%
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抽出ができない、データの並べ替えができない

と回答した受講生の比率が、それぞれ47.5%、

19.4%と高い。Excelのデータベース機能の操

作スキルの習得が十分ではないと推察される。

また、絶対参照を設定できない、計算式（加減

乗除）の入力ができないと回答した受講生の比

率が、それぞれ46.0%、16.5%と高い。Excelで

計算式を使って集計する上で、計算式の入力、

絶対参照の設定は必要不可欠であり、Excelで

の集計処理の習得が十分ではないと推察され

る。また、ワークシートの印刷時のページ設定

ができないと回答した受講生の比率が15.1%と

高い。他の項目については、約90%以上ができ

ると回答している。

③　プレゼンテーションソフトPowerPoint

の学習

「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前

の「プレゼンテーションソフトPowerPoint」

の操作スキルについては、高等学校で

PowerPointの使い方を学習した回答者の比率

が77%（図３参照）に対して、PowerPoint の

操作スキルが「あった」又は「少しあった」と

回答した比率が82%とむしろ高くなっている

（表10参照）。

「情報処理の基礎と演習」の「プレゼンテー

ションソフトPowerPoint」の学習の難易度

表９　「情報処理の基礎と演習」を受講後の「表

計算ソフトExcel」の操作スキル（人）

回答数 比率

大きく向上した 74 53.2%

やや向上した 58 41.7%

変わらない 7 5.0%

全　体 139 100.0%

52.5%

54.0%

80.6%

83.5%

84.9%

87.1%

87.1%

89.9%

91.4%

95.0%

97.1%

97.8%

98.6%

98.6%

98.6%

99.3%

99.3%

100.0%

47.5%

46.0%

19.4%

16.5%

15.1%

12.9%

12.9%

10.1%

8.6%

5.0%

2.9%

2.2%

1.4%

1.4%

1.4%

0.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

オートフィルタ機能を使って、データ抽出

絶対参照の設定

データの並べ替え

計算式（加減乗除）の入力

ワークシートの印刷時のページ設定

セルの数式のコピー

セルの移動

セルに連続した数値、月、曜日の入力

セルの表示形式の設定変更

グラフにデータ系列の追加

セルのコピー

セルの数値の表示形式の設定変更

グラフの数値軸ラベルの追加や修正

グラフ作成

関数を使った、合計、平均の計算

罫線を引く

セル内の文字位置の設定変更

グラフにタイトルの設定

できる できない

図５　「表計算ソフトExcel」の項目別操作スキル（N=139）
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については、「難しかった」又は「やや難し

かった」と回答した比率が12.2%と低く、「適

切」と回答した比率が74.8%であることから、

学習の難易度が適切であったことが推察され

る（表11参照）。「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」の授業のスピードについては、

82.7%が「適切」と回答している（表12参照）。

また、受講後にPowerPointの操作スキルが向

上したかどうかについては、「大きく向上した」

又は「やや向上した」と回答した比率が92.1%

と極めて高い結果が出ている（表13参照）。

「情報処理の基礎と演習」終了時での、

PowerPointの操作スキルについての回答結果

を図６に示す。発表者用ノートの作成ができな

い、配布資料の作成ができないと回答した受講

生の比率が、それぞれ25.9%、10.8%と他の項

目に比べて高いが、他の項目については、90%

以上ができると回答している。

④　インターネットを使った情報検索の学習

「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前

の「インターネットを使った情報検索」の操

作スキルについては、高等学校で学習した回

答者の比率が85%（図３参照）に対して、イン

ターネットを使った情報検索の操作スキルが

「あった」又は「少しあった」と回答した比率

が95.0%とむしろ高くなっている（表14参照）。

WordとExcelについては、受講前に操作スキ

ルが「あった」と回答した受講生の比率が、高

等学校での学習率とほぼ同じだったのに比べ

て、インターネットを使った情報検索について

は、PowerPointと同様に高等学校で学習率に

比べて操作スキルがあると回答した受講生の比

率が高くなっている。

「情報処理の基礎と演習」の「インターネッ

表10　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「プ
レゼンテーションソフトPowerPoint」の

操作スキル（人）

回答数 比率

あった 28 20.1%

少しあった 86 61.9%

なかった 25 18.0%

全　体 139 100.0%

表11　「情報処理の基礎と演習」での「プレゼ
ンテーションソフトPowerPoint」の学習

内容（人）

回答数 比率

難しかった 2 1.4%

やや難しかった 15 10.8%

適切 104 74.8%

やや簡単だった 11 7.9%

簡単すぎた 7 5.0%

全　体 139 100.0%

表12　「情報処理の基礎と演習」での「プレゼ
ンテーションソフトPowerPoint」の授業

のスピード（人）

回答数 比率

速すぎた 0 0.0%

やや速かった 9 6.5%

適切 115 82.7%

やや遅かった 12 8.6%

遅すぎた 3 2.2%

全　体 139 100.0%

表13　「情報処理の基礎と演習」を受講後の「プ
レゼンテーションソフトPowerPoint」の

操作スキル（人）

回答数 比率

大きく向上した 54 38.8%

やや向上した 74 53.2%

変わらない 11 7.9%

全　体 139 100.0%
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トを使った情報検索」の学習の難易度について

は、「難しかった」又は「やや難しかった」と

回答した比率が7.9%と低く、「適切」と回答し

た比率が73.4%であることから、学習の難易度

が適切であったと推察される（表15参照）。「イ

ンターネットを使った情報検索」の授業のス

ピードについては、85.6%が「適切」と回答し

ている（表16参照）。また、受講後に「インター

ネットを使った情報検索」の操作スキルが向上

したかどうかについては、「大きく向上した」

又は「やや向上した」と回答した比率が90.6%

と高い結果が出ている（表17参照）。

「情報処理の基礎と演習」終了時での、「イン

ターネットを使った情報検索」、「電子メール

の活用」の項目別操作スキル、用語の説明につ

73.4%

88.5%

91.4%

93.5%

95.0%

95.7%

96.4%

97.1%

100.0%

100.0%

25.9%

10.8%

8.6%

6.5%

5.0%

4.3%

3.6%

2.9%

0.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発表者用ノートの作成

配布書類の印刷

スライドの画面切り替え効果の設定

スライドのオブジェクトに、アニメー
ション効果の設定

スライドに飾り文字や写真を貼り付け

スライドに組織図の作成

スライドにグラフ作成

スライドに表作成

スライド（テキストベース）の作成

スライドのデザイン変更

できる できない 無回答

図６　「プレゼンテーションソフトPowerPoint」の項目別操作スキル（N=139）

表14　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「イ
ンターネットを使った情報検索」の操作ス

キル（人）

回答数 比率

あった 55 39.6%

少しあった 77 55.4%

なかった 7 5.0%

全　体 139 100.0%

表15　「情報処理の基礎と演習」での「インター
ネットを使った情報検索」の学習内容（人）

回答数 比率

難しかった 4 2.9%

やや難しかった 7 5.0%

適切 102 73.4%

やや簡単だった 16 11.5%

簡単すぎた 10 7.2%

無回答 4 2.9%

全　体 139 100.0%

表16　「情報処理の基礎と演習」での「インター
ネットを使った情報検索」の授業のスピー

ド（人）

回答数 比率

速すぎた 1 0.7%

やや速かった 6 4.3%

適切 119 85.6%

やや遅かった 10 7.2%

遅すぎた 3 2.2%

全　体 139 100.0%
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いての回答結果を図７に示す。サーバとクライ

アント、ドメイン名、検索エンジン、URLに

ついての用語の説明ができないと回答した受講

生の比率が、それぞれ80.6%、70.5%、36.7%、

28.1%と高い。操作スキルについては、電子

メールのアドレス帳の活用、インターネットの

検索エンジンを使ったキーワード検索ができな

いと回答した受講生の比率が、それぞれ15.1%、

12.2%と比較的高いが、他の項目は90％以上が

できると回答している。以上のことから、「イ

ンターネットを使った情報検索」、「電子メール

の活用」の操作スキルは身に付いたが、用語の

意味についての理解は不十分であることが推察

される。

⑶　「情報処理の基礎と演習」での受講前の操

作スキルと学習効果

「情報処理の基礎と演習」の受講前の「ワー

プロソフトWord」「表計算ソフトExcel」「プ

レゼンテーションソフトPowerPoint」「イン

ターネットを使った情報検索」の各操作スキル

の習熟度と「情報処理の基礎と演習」の学習効

果の関係について考察する。

①　ワープロソフトWordの学習

操作スキルの向上に関しては、受講前に「操

19.4%

29.5%

63.3%

71.9%

84.9%

87.8%

93.5%

95.0%

98.6%

100.0%

80.6%

70.5%

36.7%

28.1%

15.1%

12.2%

6.5%

4.3%

1.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サーバとクライアントの説明

ドメイン名の説明

検索エンジンの説明

URLの説明

電子メールのアドレス帳の活用

インターネットの検索エンジンを使ったキーワード検索

インターネットの検索エンジンを使ったカテゴリー検索

インターネットを介したファイルのダウンロード

電子メールの送受信

電子メールで添付ファイルを送信

できる できない 無回答

図７　「インターネットを使った情報検索」、「電子メールの活用」の項目別操作スキル、用語の説明（N=139）

表17　「情報処理の基礎と演習」を受講後の「イ
ンターネットを使った情報検索」の操作ス

キル（人）

回答数 比率

大きく向上した 40 28.8%

やや向上した 86 61.9%

変わらない 13 9.4%

全　体 139 100.0%
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作スキルがあった」と回答した受講生のうち

52.2%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち58.3%が、受講後に

「操作スキルが大きく向上した」と回答してい

る（表18参照）。表18における受講前に「操作

スキルがあった」グループと「操作スキルがな

かった」グループについてFisherの正確確率

検定を行った結果、p=0.587であり、人数の偏

りが有意ではなかった。これらの結果は、「受

講前に操作スキルがなかった」と回答した受講

生と「受講前に操作スキルがなかった」と回答

した受講生との間に受講後の操作スキルの向上

に差が認められなかったことを示している。

学習内容の難易度に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

43.5%が、「適切であった」と回答したのに対

して、受講前に「操作スキルがなかった」と

回答した受講生では、58.3%が「やや難しかっ

た」と回答している（表19参照）。表19におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.010

であり、有意水準５％で人数の偏りが有意で

あった。これらの結果は、「受講前に操作スキ

ルがなかった」と回答した受講生にとって、学

習内容が比較的難しかったことを示している。

「受講前に操作スキルがなかった」人数が12人

で、全体の8.6%と少ないとはいえ、授業内容

に工夫が必要であることを示している。

授業のスピードに関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

65.2%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち66.7%が、「適切であっ

た」と回答している（表20参照）。表20におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.565

表18　「情報処理の基礎と演習」の受講前の
「ワープロソフトWord」の操作スキルと受

講後の操作スキルの向上

受講後の操作スキルの向上

大きく向上 やや向上 変わらない

全　体
139

100.0%
71

51.1%
61

43.9%
7

5.0%

受講前の
操作スキ
ル

あった
46

100.0%
24

52.2%
16

34.8%
6

13.0%

少し
あった

81
100.0%

40
49.4%

40
49.4%

1
1.2%

なかった
12

100.0%
7

58.3%
5

41.7%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表19　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「ワープロソフトWord」の操作スキルと学習内容の難易度

学　　習　　内　　容

難しかった やや難しかった 適　切 やや簡単だった 簡単すぎた

全　　体
139

100.0%
5

3.6%
29

20.9%
81

58.3%
16

11.5%
8

5.8%

受講前の

操作スキ

ル

あった
46

100.0%
3

6.5%
6

13.0%
20

43.5%
9

19.6%
8

17.4%

少しあった
81

100.0%
1

1.2%
16

19.8%
57

70.4%
7

8.6%
0

0.0%

なかった
12

100.0%
1

8.3%
7

58.3%
4

33.3%
0

0.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%



― 132 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第18巻　第２号

― 133 ―

石崎：福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキルとコンピュータリテラシー教育（2009年）

であり、人数の偏りが有意ではなかった。これ

らの結果は、「受講前に操作スキルがあった」

と回答した受講生にとっても、「受講前に操作

スキルがなかった」と回答した受講生にとって

も、授業スピードが適切であったことを示して

いる。

②　表計算ソフトExcelの学習

操作スキルの向上に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

61.5%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち64.0%が、受講後に

「操作スキルが大きく向上した」と回答してい

る（表21参照）。表21における受講前に「操作

スキルがあった」グループと「操作スキルがな

かった」グループについてFisherの正確確率

検定を行った結果、p=0.411であり、人数の偏

りが有意ではなかった。これらの結果は、「受

講前に操作スキルがなかった」と回答した受講

生と「受講前に操作スキルがなかった」と回答

した受講生との間に受講後の操作スキルの向上

に差が認められなかったことを示している。

学習内容の難易度に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

50.0%が、「適切であった」と回答したのに対

して、受講前に「操作スキルがなかった」と

回答した受講生では、48.0%が「やや難しかっ

た」と回答している（表22参照）。表22におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.013

であり、有意水準５％で人数の偏りが有意で

あった。これらの結果は、「受講前に操作スキ

ルがなかった」と回答した受講生にとって、学

習内容が比較的難しかったことを示している。

「受講前に操作スキルがなかった」人数が25人

表20「情報処理の基礎と演習」の受講前の「ワープロソフトWord」の操作スキルと授業スピード

授　業　の　ス　ピ　ー　ド

速すぎた やや速かった 適　切 やや遅かった 遅すぎた

全　　体
139

100.0%
3

2.2%
16

11.5%
101

72.7%
17

12.2%
2

1.4%

受講前の

操作スキ

ル

あった
46

100.0%
2

4.3%
4

8.7%
30

65.2%
8

17.4%
2

4.3%

少しあった
81

100.0%
1

1.2%
9

11.1%
63

77.8%
8

9.9%
0

0.0%

なかった
12

100.0%
0

0.0%
3

25.0%
8

66.7%
1

8.3%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表21 「情報処理の基礎と演習」の受講前の「表
計算ソフトExcel」の操作スキルと受講後

の操作スキルの向上

受講後の操作スキルの向上

大きく向上 やや向上 変わらない

全　　体
158
100%

74
53.2%

58
41.7%

7
5.0%

受講前の
操作スキ
ル

あった
26

100.0%
16

61.5%
6

23.1%
4

15.4%

少し
あった

88
100.0%

42
47.7%

44
50.0%

2
2.3%

なかった
25

100.0%
16

64.0%
8

32.0%
1

4.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%
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で、全体の18.0%と少なくないため、授業内容

に工夫が必要であることを示している。

授業のスピードに関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

65.4%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち、72.0%が「適切で

あった」と回答している（表23参照）。表23

における受講前に「操作スキルがあった」グ

ループと「操作スキルがなかった」グループ

についてFisherの正確確率検定を行った結果、

p=0.312であり、人数の偏りが有意ではなかっ

た。これらの結果は、「受講前に操作スキルが

あった」と回答した受講生にとっても、「受講

前に操作スキルがなかった」と回答した受講生

にとっても、授業スピードが適切であったこと

を示している。

③　プレゼンテーションソフトPowerPoint 

の学習

操作スキルの向上に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

42.9%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち60.0%が、受講後に

「操作スキルが大きく向上した」と回答してい

る（表24参照）。表24における受講前に「操作

スキルがあった」グループと「操作スキルがな

かった」グループについてFisherの正確確率

検定を行った結果、p=0.062であり、人数の偏

表22　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「表計算ソフトExcel」の操作スキルと学習内容の難易度

学　　　習　　　内　　　容

難しかった やや難しかった 適　切 やや簡単だった 簡単すぎた

全　　体
139

100.0%
7

5.0%
41

29.5%
76

54.7%
12

8.6%
3

2.2%

受講前の

操作スキ

ル

あった
26

100.0%
2

7.7%
3

11.5%
13

50.0%
5

19.2%
3

11.5%

少しあった
88

100.0%
3

3.4%
26

29.5%
53

60.2%
6

6.8%
0

0.0%

なかった
25

100.0%
2

8.0%
12

48.0%
10

40.0%
1

4.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表23　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「表計算ソフトExcel」の操作スキルと授業スピード

授　業　の　ス　ピ　ー　ド

速すぎた やや速かった 適　切 やや遅かった 遅すぎた

全　　体
139

100.0%
4

2.9%
21

15.1%
103

74.1%
8

5.8%
3

2.2%

受講前の

操作スキ

ル

あった
26

100.0%
1

3.8%
2

7.7%
17

65.4%
4

15.4%
2

7.7%

少しあった
88

100.0%
2

2.3%
14

15.9%
68

77.3%
3

3.4%
1

1.1%

なかった
25

100.0%
1

4.0%
5

20.0%
18

72.0%
1

4.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%
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りが有意ではなかった。これらの結果は、「受

講前に操作スキルがなかった」と回答した受講

生と「受講前に操作スキルがなかった」と回答

した受講生との間に受講後の操作スキルの向上

に差が認められなかったことを示している。

学習内容の難易度に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

71.4%が、「適切であった」と回答したのに対

して、受講前に「操作スキルがなかった」と

回答した受講生では、24.0%が「やや難しかっ

た」と回答している（表25参照）。表25におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.029

であり、有意水準５％で人数の偏りが有意で

あった。これらの結果は、「受講前に操作スキ

ルがなかった」と回答した受講生にとって、学

習内容が比較的難しかったことを示している。

「受講前に操作スキルがなかった」人数が25人

で、全体の18.0%と少なくないため、授業内容

に工夫が必要であることを示している。

授業のスピードに関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

82.1%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち、88.0%が「適切で

あった」と回答している（表26参照）。表26

における受講前に「操作スキルがあった」グ

ループと「操作スキルがなかった」グループ

についてFisherの正確確率検定を行った結果、

p=0.250であり、人数の偏りが有意ではなかっ

た。これらの結果は、「受講前に操作スキルが

あった」と回答した受講生にとっても、「受講

前に操作スキルがなかった」と回答した受講生

にとっても、授業スピードが適切であったこと

表24　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「プ
レゼンテーションソフトPowerPoint」の

操作スキルと受講後の操作スキルの向上

受講後の操作スキルの向上

大きく向上 やや向上 変わらない

全　　体
139

100.0%
54

38.8%
74

53.2%
11

7.9%

受講前の
操作スキ
ル

あった
28

100.0%
12

42.9%
8

28.6%
8

28.6%

少し
あった

86
100.0%

27
31.4%

57
66.3%

2
2.3%

なかった
25

100.0%
15

60.0%
9

36.0%
1

4.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表25　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「プレゼンテーションソフトPowerPoint」の操作スキル
と学習内容の難易度

学　　　習　　　内　　　容

難しかった やや難しかった 適　切 やや簡単だった 簡単すぎた

全　　体
139

100.0%
2

1.4%
15

10.8%
104

74.8%
11

7.9%
7

5.0%

受講前の

操作スキ

ル

あった
28

100.0%
1

3.6%
1

3.6%
20

71.4%
1

3.6%
5

17.9%

少しあった
86

100.0%
0

0.0%
8

9.3%
67

77.9%
9

10.5%
2

2.3%

なかった
25

100.0%
1

4.0%
6

24.0%
17

68.0%
1

4.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%
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を示している。

④　インターネットを使った情報検索の学習

操作スキルの向上に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

29.1%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち42.9%が、受講後に

「操作スキルが大きく向上した」と回答してい

る（表27参照）。表27における受講前に「操作

スキルがあった」グループと「操作スキルがな

かった」グループについてFisherの正確確率

検定を行った結果、p= 0.766であり、人数の偏

りが有意ではなかった。これらの結果は、「受

講前に操作スキルがあった」と回答した受講生

と「受講前に操作スキルがなかった」と回答し

た受講生との間に受講後の操作スキルの向上に

差が認められなかったことを示している。

学習内容の難易度に関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

60.0%が、受講前に「操作スキルがなかった」

と回答した受講生のうち71.4%が、「適切であっ

た」と回答している（表28参照）。表28におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.058

であり、人数の偏りが有意ではなかった。これ

らの結果は、「受講前に操作スキルがあった」

と回答した受講生にとっても、「受講前に操作

スキルがなかった」と回答した受講生にとって

も、学習内容の難易度が適切であったことを示

している。

授業のスピードに関しては、受講前に「操

作スキルがあった」と回答した受講生のうち

83.6%が「適切であった」と回答しているのに

対して、受講前に「操作スキルがなかった」と

回答した受講生のうち28.6%が「やや速かっ

表26　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「プレゼンテーションソフトPowerPoint」の操作スキル
と授業スピード

授　　業　　の　　ス　　ピ　　ー　　ド

速すぎた やや速かった 適　切 やや遅かった 遅すぎた

全　　体
139

100.0%
0

0.0%
9

6.5%
115

82.7%
12

8.6%
3

2.2%

受講前の

操作スキ

ル

あった
28

100.0%
0

0.0%
1

3.6%
23

82.1%
2

7.1%
2

7.1%

少しあった
86

100.0%
0

0.0%
5

5.8%
70

81.4%
10

11.6%
1

1.2%

なかった
25

100.0%
0

0.0%
3

12.0%
22

88.0%
0

0.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表27　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「イ
ンターネットを使った情報検索」の操作ス

キルと受講後の操作スキルの向上

受講後の操作スキルの向上

大きく向上 やや向上 変わらない

全　　体
139

100.0%
40

28.8%
86

61.9%
13

9.4%

受講前の
操作スキ
ル

あった
55

100.0%
16

29.1%
27

49.1%
12

21.8%

少し
あった

77
100.0%

21
27.3%

56
72.7%

0
0.0%

なかった
7

100.0%
3

42.9%
3

42.9%
1

14.3%

上段：回答数（人）　下段：横比率%
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た」と回答している（表29参照）。表29におけ

る受講前に「操作スキルがあった」グループ

と「操作スキルがなかった」グループについて

Fisherの正確確率検定を行った結果、p=0.030

であり、有意水準５％で人数の偏りが有意で

あった。これらの結果は、「受講前に操作スキ

ルがなかった」と回答した受講生にとって、授

業のスピードが比較的速かったことを示してい

る。

⑷　操作スキルの向上という点で勉強になった

項目

「ワープロソフトWord」「表計算ソフ

トExcel」「 プ レ ゼ ンテーションソフト

PowerPoint」「インターネットを使った情

報検索」の操作スキルの中で、操作スキル

の向上という点で勉強になった項目は「表

計算ソフトExcel」92.8%、「ワープロソフト

Word」76.3%、「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」70.5%、「インターネットを使っ

た情報検索」30.9%の順であった（図８参照）。

受講後の操作スキルについて、「大きく向上

表28　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「インターネットを使った情報検索」の操作スキルと学
習内容の難易度

学　　　習　　　内　　　容

難しかった やや難しかった 適　切 やや簡単だった 簡単すぎた

全　　体
139

100.0%
4

2.9%
7

5.0%
102

73.4%
16

11.5%
10

7.2%

受講前の

操作スキ

ル

あった
55

100.0%
2

3.6%
0

0.0%
33

60.0%
11

20.0%
9

16.4%

少しあった
77

100.0%
1

1.3%
6

7.8%
64

83.1%
5

6.5%
1

1.3%

なかった
7

100.0%
1

14.3%
1

14.3%
5

71.4%
0

0.0%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率%

表29　「情報処理の基礎と演習」の受講前の「インターネットを使った情報検索」の操作スキルと授
業スピード

授　　業　　の　　ス　　ピ　　ー　　ド

速すぎた やや速かった 適　切 やや遅かった 遅すぎた

全　　体
139

100.0%
1

0.7%
6

4.3%
119

85.6%
10

7.2%
3

2.2%

受講前の

操作スキ

ル

あった
55

100.0%
1

1.8%
0

0.0%
46

83.6%
5

9.1%
3

5.5%

少しあった
77

100.0%
0

0.0%
4

5.2%
69

89.6%
4

5.2%
0

0.0%

なかった
7

100.0%
0

0.0%
2

28.6%
4

57.1%
1

14.3%
0

0.0%

上段：回答数（人）　下段：横比率％
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した」とする回答率は、「表計算ソフトExcel」

53.2%、「ワープロソフトWord」51.1%、「プレ

ゼンテーションソフトPowerPoint」38.8%、

「インターネットを使った情報検索」28.8%の

順であり（表９、表５、表13、表17参照）、学

習内容の難易度について「適切であった」と

する回答率は、「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」74.8%、「インターネットを使っ

た情報検索」73.4%、「ワープロソフトWord」

58.3%、「表計算ソフトExcel」54.7%の順であっ

た（表11、表15、表３、表７参照）。

以上のことから、「表計算ソフトExcel」の

学習内容のレベルは、他の３項目に比べて最も

難しかったが、４つの項目の中で最も操作スキ

ルの向上という点で勉強になったということが

示された。

⑸　受講者のパソコンの所有率と利用状況

受講生のパソコンの所有率は、「ノートパソ

コン」と「デスクトップパソコン」を合わせる

と91.4%となり、ほとんどの受講生がパソコン

を所有している（表30参照）。また、自宅・ア

パートからパソコンを使ったインターネットの

利用についても、受講生のうち73.4%が利用し

ていると回答している（表31参照）。

学内の情報処理教室１の利用状況（平日のみ

開放）については、週に３日以上利用してい

る比率が、パソコンを所有している受講生が

26.8%であるのに対して、パソコンを所有して

いない受講生が33.3%と若干パソコンを所有し

ていない受講生の利用率が高い（表32参照）。

30.9%

70.5%

76.3%

92.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

インターネットを使った情報検索

プレセンテーションソフトPower Point

ワープロソフトWord

表計算ソフトExcel

図８　「情報処理の基礎と演習」を受講して、操作スキルの向上という点で勉強になった項目〈MA〉（N=139）

表30　自宅・アパートに利用できるパソコンの
有無（人）

回答数 比率

ノートパソコン 112 80.6%

デスクトップパソコン 15 10.8%

ない 12 8.6%

全　　体 139 100.0%

表31　自宅・アパートからパソコンを使ったイ
ンターネットの利用（人）

回答数 比率

利用している 102 73.4%

利用していない 36 25.9%

無回答 1 0.7%

全　体 139 100.0%
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表32におけるパソコンを所有しているグルー

プと所有していないグループについてFisher

の正確確率検定を行った結果、p=0.579であり、

人数の偏りが有意ではなかった。受講生全体と

してみると、週に３日以上利用している比率が

27.3%とおよそ４人に１人が、授業時間外に情

報処理教室１を週に３日以上利用している。

１週間あたりのパソコンの利用頻度を表33

に示す。受講生のうち53.2%が、パソコンを１

週間あたり４日以上利用している。

パソコンを何に使っているのかという設問に

関しては、「文書作成」89.2%、「ホームページ

の閲覧」83.5%、「電子メール」23.7%、「表計算」

20.1%、「ネットショッピング」18.7%、「ブログ」

15.8%の順であった（図９参照）。電子メール

の利用が23.7%と意外に低い比率となった。

以上のことから、2009年度入学生のパソコ

ンの所有率や自宅からのインターネットの利用

率が高く、学内の情報処理教室１も授業時間外

27.3%の受講生が週に３日以上利用しており、

全体のパソコンの利用状況は良好であることが

わかる。

４．まとめ

本稿では、2008年度に引き続き本学人間社

会学部の2009年度の入学生に対して、入学時

でのコンピュータスキルの習熟度、本学人間社

会学部のコンピュータリテラシー教育の教育効

果、パソコンの所有率と利用情報に関する質問

紙調査の結果を考察した。

本学人間社会学部でコンピュータリテラシー

教育として開講している「情報処理の基礎と演

習」の主な学習内容である「ワープロソフト

Word」「表計算ソフトExcel」「プレゼンテー

ションソフトPowerPoint」「インターネット

を使った情報検索」の操作の４項目について、

受講前と受講後の各スキルの習熟状況を考察し

た。

表33　パソコンの利用頻度（１週間）（人）

回答数 比率

毎日 26 18.7%

週に６日程度 16 11.5%

週に５日程度 16 11.5%

週に４日程度 16 11.5%

週に３日程度 21 15.1%

週に２日程度 12 8.6%

週に１日程度 20 14.4%

ほとんど利用しない 12 8.6%

全　　体 139 100.0%

表32　パソコンの所有の有無と授業時間外での情報処理教室１の利用状況

情　報　処　理　教　室　１　の　利　用

ほぼ毎日 週に４日 週に３日 週に２日 週に１日
ほとんど　

利用しない

全　　体
139

100.0%
4

2.9%
6

4.3%
28

20.1%
33

23.7%
34

24.5%
34

24.5%

パソコン

保有状況

ある
127

100.0%
4

3.1%
5

3.9%
25

19.7%
29

22.8%
31

24.4%
33

26.0%

ない
12

100.0%
0

0.0%
1

8.3%
3

25.0%
4

33.3%
3

25.0%
1

8.3%

上段：回答数（人）　下段：横比率%
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2009年度の人間社会学部入学生のうち95%

が、高等学校での「情報」を履修しており、

アプリケーションソフトの操作の学習率は、

Wordが92%、Excelが88%、パワーポイントが

77%、インターネットを使った情報検索が85%

と、全ての項目について高い学習率を示し、受

講生の多くが「情報処理の基礎と演習」で学

ぶ４項目の操作について、受講前に学習してい

た。

「情報処理の基礎と演習」で学ぶ項目別の

学習内容の難易度については、「適切」と回

答した比率が、「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」74.8%、「インターネットを使っ

た情報検索」73.4%であるのに対し、「ワー

プロソフトWord」58.3%、「表計算ソフト

Excel」54.7%と低かった。「情報処理の基礎と

演習」で学ぶ項目別の授業のスピードについ

ては、「適切」と回答した比率が、「ワープロ

ソフトWord」72.7%、「表計算ソフトExcel」

74.1%であるのに対し、「プレゼンテーション

ソフトPowerPoint」82.7%、「インターネット

を使った情報検索」85.6%と若干高かった。受

講後に操作スキルが向上したかどうかについて

は、「大きく向上した」又は「やや向上した」

と回答した比率が「ワープロソフトWord」

95.0%、「表計算ソフトExcel」95.0%、「プレゼ

ンテーションソフトPowerPoint」92.1%、「イ

ンターネットを使った情報検索」90.6%であり、

４項目の全てにおいて受講後に操作スキルが向

上したとする回答率が高かった。

以上の結果から、「ワープロソフトWord」「表

計算ソフトExcel」については、学習内容が若

干難しかったが、「ワープロソフトWord」「表

計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソフ

トPowerPoint」「インターネットを使った情

報検索」の操作に関する授業を進める速さは適

切であり、学習効果も高かったということが推

察される。

「情報処理の基礎と演習」の受講前の操作

スキルの有無と学習効果との関係ついて考察

した結果、「ワープロソフトWord」「表計算

ソフトExcel」「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」では、受講前に「操作スキルが

あった」回答者と「操作スキルがなかった」回

答者との間に学習内容の難易度の回答に関して

人数の偏りに有意差が認められたが、受講後の

15.8%

18.7%

20.1%

23.7%

83.5%

89.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ブログ

ネットショッピング

表計算

電子メール

ホームページの閲覧

文書作成

図９　パソコンの利用目的〈MA〉（人）（N=139）
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操作スキルの向上、授業のスピードに関して

は、人数の偏りに有意差は認められなかった。

「インターネットを使った情報検索」では、受

講前に「操作スキルがあった」回答者と「操作

スキルがなかった」回答者との間に授業のス

ピードに関して人数の偏りに有意差が認められ

たが、学習内容の難易度、受講後の操作スキル

の向上に関しては、人数の偏りに有意差は認め

られなかった。

以上の結果から、「ワープロソフトWord」「表

計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソフ

トPowerPoint」の学習内容が、受講前に「操

作スキルがなかった」と回答した受講生にとっ

て比較的難しかったが、「インターネットを

使った情報検索」を含めた４項目の学習全てに

おいて、受講前の操作スキルの有無に関係なく

高い学習効果があったことが推察される。

しかし、受講前に「操作スキルがあった」回

答者と「操作スキルがなかった」回答者との間

には、学習内容の難易度、授業のスピード、受

講後の操作スキルの向上に関して、もっと有

意な差が出てもおかしくないはずである。し

たがって、「ワープロソフトWord」「表計算

ソフトExcel」「プレゼンテーションソフト

PowerPoint」「インターネットを使った情報

検索」に関して、受講前に「操作スキルがあっ

た」回答者の操作スキルのレベルがそれほど高

いものではなかったのではないかと推察され

る。

受講生のパソコンの所有率は、「ノートパソ

コン」と「デスクトップパソコン」を合わせて

91.4%とほとんどの受講生がパソコンを所有し

ており、自宅・アパートからパソコンを使っ

たインターネットの利用についても、73.4%が

利用していると回答している。また、授業時

間外での情報処理教室１の利用については、受

講生全体で、週に３日以上利用している比率が

27.3%である。以上のことから、受講生のパソ

コンの利用状況は良好であることがうかがわれ

る。パソコンの利用目的については、「文書作

成」89.2%、「ホームページの閲覧」83.5%、「電

子メール」23.7%、「表計算」20.1%、「ネット

ショッピング」18.7%、「ブログ」15.8%の順と

なり、受講生の多くが「文書作成」「ホームペー

ジの閲覧」のためにパソコンを利用しているこ

とがわかる。

以上のことを総合すると、大学入学前でのコ

ンピュータリテラシー教育が強化されている中

で、コンピュータリテラシー教育が大学でも必

要なのかという疑問があるが、2008年度に実

施した調査結果と同様に現時点では高い学習効

果が得られているため、必要であると判断され

る。「情報処理の基礎と演習」で行われている

「ワープロソフトWord」「表計算ソフトExcel」

「プレゼンテーションソフトPowerPoint」「イ

ンターネットを使った情報検索」の中で、特

に「表計算ソフトExcel」の教育に力を入れる

べきではないかと考えられる。人間社会学部

では、種々のデータの統計処理をパソコンで行

うスキルが必要である。「表計算ソフトExcel」

の学習内容の難易度が、「適切」であるとする

回答率が４つの操作スキルの中で最も低い一方

で、受講後の「操作スキルが大きく向上した」

の回答率が最も高い。また、普段のパソコンの

利用でも、表計算ソフトの活用率が低いため、

大学での教育の役割が大きいと考えられる。

今回の調査では、2008年度の調査に比べて

「ワープロソフトWord」「表計算ソフトExcel」

「プレゼンテーションソフトPowerPoint」「イ

ンターネットを使った情報検索」の「情報処理
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の基礎と演習」受講後の習熟状況を測る指標と

して、項目別操作スキルについての質問項目を

増やした。その結果、「ワープロソフトWord」

では、キーボードの速い入力、「表計算ソフト

Excel」では、データベース機能の操作、絶対

参照の設定、計算式の入力、「プレゼンテーショ

ンソフトPowerPoint」では、発表者用ノート

の作成、配布資料の作成、「インターネットを

使った情報検索」では、用語の意味についての

説明ができないとする回答者の比率が高かっ

た。

大学入学時までの情報に関する教育が充実し

てきている中、大学でのコンピュータリテラ

シー教育とのつながりを考える上で、高等学校

での教科「情報」の履修状況、「情報処理の基

礎と演習」でのコンピュータリテラシー教育の

教育効果について調査を今後も継続して実施す

ることが大切である。
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